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に
な
る
わ
け
だ
が
、
講
習
で
用
い

ら
れ
る
検
定
用
テ
キ
ス
ト
『
仏
壇

仏
具
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
の
購
入
申
込

み
も
、
こ
の
通
常
総
会
か
ら
始
ま

っ
た
。

こ
の
日
、
通
常
総
会
の
会
場
と

な
っ
た
四
階
の
大
宴
会
場
「
暁
雲
」

入
口
前
の
フ
ロ
ア
ー
に
、「
仏
事
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
制
度
／
資

格
審
査
お
申
込
み
／
テ
キ
ス
ト
ご

注
文
受
付
」
の
テ
ー
ブ
ル
が
設
置

さ
れ
た
。

受
付
所
に
は
、「
仏
事
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
資
格
審
査
協
会
」
が
発

行
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
平
成
十

六
年
度
受
験
の
ご
案
内
』
と
「
仏

事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
審
査

受
験
申
請
書
」
が
そ
れ
ぞ
れ
五
百

第
一
回
試
験
で
は
、
試
験
に
先

立
ち
、
同
じ
会
場
で
「
仏
教
の
基

礎
知
識
」「
仏
壇
仏
具
の
製
品
知
識
」

「
仏
壇
仏
具
の
販
売
知
識
」
な
ど
の

講
習
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
講
習
の

上
に
た
っ
て
試
験
を
受
け
る
こ
と

申
込
み
締
め
切
り
は
八
月
三
十
一
日

「仏事コーディネーター」受験申込み

全
宗
協
が
事
業
の
大
き
な
柱
と
位
置
づ

け
て
き
た
「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

の
受
験
申
込
み
受
け
つ
け
が
、
五
月
十
二

日
に
京
都
市
の
「
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
」

で
開
か
れ
た
全
宗
協
の
第
十
七
回
通
常
総

会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
第
一
回
試

験
（
受
講
も
含
む
）
は
、
十
一
月
十
六
日

（
火
）
に
東
京
と
大
阪
の
二
会
場
で
同
時

に
行
わ
れ
る
。
試
験
実
施
日
に
つ
い
て
前

号
の
会
報
で
は
十
一
月
十
六
、
十
七
日
の

二
日
間
と
お
知
ら
せ
し
た
が
、
そ
の
後
、

「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
実
行
委
員
会
」

（
小
堀
賢
一
委
員
長
）
で
十
六
日
の
一
日

だ
け
で
講
習
と
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
に

変
更
・
決
定
さ
れ
た
。

第
一
回
試
験
は
「
Ｂ
Ｂ
Ｉ
」（
仏
壇
文

化
研
究
所
）
会
員
と
全
宗
協
組
合
員
（
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
所
に
従
事
す
る
人
た
ち
も

含
む
）
を
対
象
に
行
わ
れ
る
が
、
受
け
入

れ
態
勢
が
整
い
次
第
、
来
年
か
ら
は
二
団

体
以
外
に
も
門
戸
を
開
放
す
る
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

通常総会の会場で受けつけスタート
検定用テキスト『仏壇仏具ガイダンス』も好評
第1回試験は11月16日に東京と大阪で

第
十
七
回
通
常
総
会
で
の
受
験
申
込
み
受
け
つ
け
。
資
格
審
査
受
験
申
請
書
を
受
け

取
る
通
常
総
会
参
加
者
は
、
さ
す
が
に
緊
張
気
味
だ
っ
た



検定用テキスト『仏壇仏具ガイダンス』（全宗協発行）は、

703ページという大冊である。

「よりよい仏壇仏具店をめざして」という副題がつけられ、

全部で19章から成っている。「仏事コーディネーターの使命

と心構え」の第1章から始まり。第2章「日本仏教史」、第3章

「仏壇の誕生」、第4章「宗派と宗祖の教え」と続く。

そして第18章「仏壇仏具の販売知識」のあとに、第19章

で「関連法律・業界制定規約」を紹介して全編を終える。

勉強するにはやや汗をか

きそうだが、記述されてい

る内容は、大変に濃い。通

常総会で申込みをした総会

参加者からは、「改めて仏

教や仏壇仏具の知識がよく

わかって、大変に参考にな

る」と好評だった。

検定用テキスト『仏壇仏具ガイダンス』
703ページの大冊、「日本仏教史」など全部で19章

検定用テキスト
『仏壇仏具ガイダンス』
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8月末までに入会すれば受験できます。

「仏事コーディネーター」の第1回試験（受講を含む）は、11月16

日（火）に東京と大阪の2会場で同時に行われます。

今回の試験は「BBI」（仏壇文化研究所）の会員と全宗協組合員（そ

れぞれの事業所で働く人も含みます）を対象に実施されます。来年

以降は受け入れ態勢が整い次第、速やかに2団体以外にも門戸を開

放する方向です。

11月16日は試験会場で先ず、「仏教の基礎知識」「仏壇仏具の製品

知識」「仏壇仏具の販売知識」などの講習があり、その後に試験が

行われます。

受験の申込み締め切りは８月31日です。BBI会員、全宗協組合員

以外で受験を希望する方は、８月末までに全宗協に入会すれば受験

できます。賛助会員になられた方も受験できますので、皆様の奮っ

ての入会をお待ちしています。

なお、資格制度ステートに向けて制度の骨子の煮詰め作業をして

きた「仏事コーディネーター実行委員会」は、５月12日に京都で開

かれた委員会をもって発展的に解消し、今後の制度運用など事務一

切は「仏事コーディネーター資格審査協会」（事務局＝東京都中央区

日本橋久松町５‐３）に移行されました。

（仏事コーディネーター資格審査協会から）

部
、
ま
た
検
定
用
テ
キ
ス
ト
『
仏

壇
仏
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
が
五
十
冊

用
意
さ
れ
、
次
々
に
希
望
者
の
手

に
渡
っ
て
い
っ
た
。

資
格
審
査
受
験
申
請
書
に
は
写

真
の
貼
付
も
必
要
で
あ
る
。
受
験

希
望
者
は
こ
れ
ら
の
書
式
を
整
え
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
「
〒100

‐

8
9
6
2

／
東
京
中
央
郵
便
局
私
書
箱

八
六
七
号
／
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
資
格
審
査
協
会
」
に
送
付
し

て
申
し
込
む
。
締
め
切
り
は
八
月

三
十
一
日
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
通
常
総
会
に
は
参
加
し

な
か
っ
た
も
の
の
、
受
験
申
請
書

と
受
験
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
希

望
す
る
人
た
ち
は
、
同
資
格
審
査

協
会
（
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
久

松
町
五
―
三
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

0
3

‐3
6
6
5

‐1
6
1
0

）
に
請
求
す
る

こ
と
に
な
る
。

検
定
用
テ
キ
ス
ト
『
仏
壇
仏
具

ガ
イ
ダ
ン
ス
』
は
、
全
宗
協
事
務

局
（
電
話0

3

‐3
5
4
6

‐8
5
5
0

、
Ｆ

Ａ
Ｘ0

3

‐3
5
4
6

‐8
5
5
1

）
に
申
し

込
む
。

十
一
月
十
六
日
は
午
前
十
一
時
か

ら
講
習
が
始
ま
り
、
そ
の
後
に
試
験

が
行
わ
れ
る
。
終
了
予
定
時
刻
は
午

後
五
時
半
と
な
っ
て
い
る
。
受
講
お

よ
び
受
験
手
数
料
は
三
万
円
（
来
年

以
降
は
三
万
五
千
円
に
な
る
）。

仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
審
査
協
会
発

行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
平
成16

年
度
受
験
の

ご
案
内
』

「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
審
査
受
験
申
請
書
」
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五
月
の
京
都
は
、
新
緑
と
と
も

に
修
学
旅
行
生
た
ち
の
さ
ん
ざ
め

き
が
あ
ふ
れ
る
季
節
で
も
あ
る
。

こ
の
日
は
通
常
総
会
に
先
立
ち
、

同
ホ
テ
ル
で
午
前
十
一
時
半
か
ら

「
会
員
増
強
委
員
会
」「
広
報
委
員

会
」「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
実

行
委
員
会
」
が
開
か
れ
、
活
発
な

意
見
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
。
こ
の

中
で
、「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

実
行
委
員
会
」
は
こ
の
日
を
も
っ

て
発
展
的
に
解
散
し
、
秋
の
第
一

回
試
験
に
向
け
て
の
一
切
の
事
務

は
「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資

格
審
査
協
会
」
に
移
行
さ
れ
た
。

委
員
会
に
引
き
続
い
て
、
午
後
十

二
時
半
か
ら
役
員
会
が
開
か
れ
、

そ
し
て
午
後
二
時
か
ら
の
通
常
総

会
に
移
っ
た
。

通
常
総
会
は
、
安
田
理
事
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
い
て
新
会
員
の
紹

介
、
こ
の
後
、
平
成
十
五
年
度
事

業
報
告
、
平
成
十
五
年
度
決
算
報

告
、
平
成
十
六
年
度
事
業
計
画

（
案
）、
平
成
十
六
年
度
収
支
予
算

（
案
）
が
議
題
に
付
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

引
き
続
き
二
年
ぶ
り
と
な
る
役

員
改
選
が
行
わ
れ
た
。
役
員
改
選

は
ま
ず
、
九
名
か
ら
な
る
役
員
指

名
推
薦
委
員
会
が
開
か
れ
、
四
十

新
緑
の
古
都
・
京
都
で
第
十
七
回
通
常
総
会

役
員
改
選
で
理
事
長
に
安
田
松
慶
氏
を
再
選

副
理
事
長
に
武
部
譲
治
氏
ら
四
氏

第
十
七
回
通
常
総
会
は
五
月
十
二
日
、
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
古
都
・
京
都
市
の

「
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
」（
中
京
区
河
原
町
）
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
通
常
総
会
に
は
、
全
国
か
ら
経
営
の
ト
ッ
プ
ら
百
三
十
五
人
が
出
席
し
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
盛
会
と
な
っ
た
。

通
常
総
会
で
は
「
平
成
十
六
年
度
事
業
計
画
」（
別
掲
参
照
）
な
ど
が
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
二
年
ぶ
り
と
な
る
役
員
改
選
が
行
わ
れ
た
。

役
員
改
選
で
は
理
事
長
に
安
田
松
慶
氏
を
再
選
、
ま
た
副
理
事
長
に
は
井
上
芳

徳
氏
ら
四
氏
が
就
任
し
た
。
常
務
理
事
に
は
各
地
区
協
議
会
の
会
長
等
が
就
任
、

ま
た
専
務
理
事
に
は
西
春
貞
男
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

役
員
の
任
期
は
二
年
。
全

宗
協
は
こ
れ
か
ら
の
二
年
、
こ
の
陣
容
を
牽
引
役
と
し
て
“
時
代
“
に
立
ち
向
か

う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
秋
、
第
一
回
の
試
験
（
受
講
も
含
む
）
が
行
わ
れ
る
「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
」
の
受
験
申
込
み
受
け
つ
け
も
、
今
回
の
通
常
総
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

専
務
理
事
は
西
春
貞
男
氏
を
選
出

盛
会
と
な
っ
た
第
十
七
回
通
常
総
会

専
務
理
事
に
就
任
し
た
西
春
貞
男
氏

理
事
長
に
再
選
さ
れ
た
安
田
松
慶
氏



を
選
出
し
た
。
小
堀
、
中
堂
薗
氏

は
再
任
、
井
上
、
武
部
の
両
氏
は

新
任
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
副
理
事

長
を
務
め
て
い
た
濱
島
賢
祐
（
東

海
地
区
）
と
嶋
津
悦
夫
（
阪
奈
兵

和
地
区
）
の
両
氏
は
退
任
し
た
。

常
任
理
事
に
は
こ
れ
ま
で
通
り
、

各
地
区
協
議
会
の
会
長
を
は
じ
め

九
氏
が
就
任
（
常
任
理
事
・
理

事
・
監
事
の
各
氏
は
別
掲
参
照
）

し
た
。

ま
た
専
務
理
事
に
は
、
滝
田
雅

敏
氏
（
関
東
地
区
）
に
代
わ
っ
て

西
春
貞
男
氏
（
関
東
地
区
）
が
新

任
さ
れ
た
。
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六
名
の
理
事
と
三
名
の
監
事
を
指

名
推
薦
し
た
。
こ
の
四
十
九
名
の

理
事
・
監
事
は
直
ち
に
総
会
に
付

さ
れ
、
満
場
一
致
の
拍
手
で
承
認

さ
れ
た
。

こ
の
後
、
四
十
六
名
の
理
事
に

よ
っ
て
第
一
回
の
理
事
会
が
開
か

れ
、
理
事
長
（
代
表
理
事
）
に
安

田
松
慶
氏
（
関
東
地
区
）
を
再
選

し
た
。
安
田
氏
は
理
事
長
と
し
て

三
期
目
と
な
る
。

副
理
事
長
に
は
井
上
芳
徳
（
東

海
地
区
）、
小
堀
賢
一
（
京
滋
地
区
）、

武
部
譲
治
（
阪
奈
兵
和
地
区
）、
中

堂
薗
福
丸
（
九
州
地
区
）
の
四
氏

理
事
長
に
再
選
さ
れ
た
安
田
松
慶
氏

は
、
理
事
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
で
次
の

よ
う
に
述
べ
、
組
合
員
の
支
援
と
協
力

を
訴
え
た
。※

　
　
※
　
　
※

再
び
理
事
長
と
い
う
重
責
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
。
は
な
は
だ
浅
学
非
才
、

か
つ
、
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る

身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
お
力
添

え
を
賜
り
、
こ
れ
か
ら
の
二
年
間
、
業

界
の
お
役
に
立
て
ま
す
よ
う
全
力
を
尽

く
し
て
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

今
回
の
役
員
改
選
で
退
任
さ
れ
た
理

事
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
長
い
間
の
ご

尽
力
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
新
し
く
理
事
に
な
ら
れ
た

皆
様
に
は
、
全
宗
協
な
ら
び
に
業
界
発

展
の
た
め
に
お
力
添
え
を
切
に
お
願
い

す
る
次
第
で
す
。

今
期
は
事
業
の
大
き
な
柱
で
あ
る

「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
制
度
」

を
、
何
と
し
て
も
立
派
に
成
功
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
第
一
回
試
験
は

今
秋
十
一
月
十
六
日
に
東
京
と
大
阪
で

行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
資
格
制
度
は
来

年
度
以
降
も
長
く
続
い
て
い
く
永
続
事

業
で
す
。
軌
道
に
乗
れ
ば
私
た
ち
の
業

界
発
展
の
た
め
に
大
き
く
寄
与
し
て
く

れ
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
仏
壇
仏
具
業
界
も
、
こ
れ

か
ら
は
大
い
に
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
若
い
力
を
結
集
す
る
な
ど
し
て
、
こ

の
業
界
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
と
切
に
願
う
次
第
で
す
。

社
会
的
認
知
度
を
よ
り
一
層
引
き
上

げ
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
。
そ
れ
は
全
宗
協
の
課
題
の
一
つ

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
テ
ー
マ

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
全
宗
協
は
今
後
、

こ
の
テ
ー
マ
を
念
頭
に
し
っ
か
り
と
据

え
な
が
ら
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
う

次
第
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
通
し
て
、
皆
様
に

も
私
た
ち
の
業
界
が
置
か
れ
て
い
る
立

場
な
ど
へ
の
認
識
を
、
一
層
深
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
立
派
に
成
功
さ
せ
た
い
。

安
田
氏
、
理
事
長
就
任
あ
い
さ
つ
で
強
調

理
事
長
に
再
選
さ
れ
、

あ
い
さ
つ
す
る
安
田
氏

小
堀
賢
一
氏

井
上
芳
徳
氏

中
堂
薗
福
丸
氏

武
部
譲
治
氏

副理事長に選任された4氏

議
案
審
議
に
聞
き
入
る
参
加
者
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専
務
理
事
は
膳
宗
協
の
ス
ポ
ー

ク
ス
マ
ン
と
も
い
う
べ
き
重
要
な

立
場
。
西
春
氏
は
「
こ
れ
か
ら
の

時
代
、
全
宗
協
の
活
動
は
益
々
重

要
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

少
し
で
も
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
、
一
所
懸
命
に

勉
強
し
て
頑
張
る
覚
悟
で
す
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。

な
お
、
総
会
に
先
立
っ
て
開
か

れ
た
役
員
会
で
は
、
平
成
十
六
年

度
の
役
員
配
分
に
つ
い
て
①
関
東

地
区
当
初
配
分
数
「
7
」
を
「
8
」

に
変
更
す
る
②
理
事
総
数
当
初
配

分
数
「
45
」
を
「
46
」
に
変
更
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
次

期
・
第
十
八
回
通
常
総
会
は
来
年

五
月
十
一
・
十
二
日
に
関
東
地
区

で
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
た
。

総
会
終
了
後
、
講
演
会
が
あ
り
、

新
撰
組
と
ゆ
か
り
の
深
い
壬
生
寺

（
京
都
市
中
京
区
）
の
松
浦
俊
海
貫

主
が
「
壬
生
寺
と
新
撰
組
」
と
題

し
て
、
一
時
間
に
わ
た
っ
て
話
し

た
。
終
わ
っ
て
会
場
を
移
し
て
午

後
六
時
か
ら
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

翌
十
三
日
は
比
叡
山
延
暦
寺
な

ど
を
め
ぐ
る
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア

ー
と
懇
親
ゴ
ル
フ
で
、
日
頃
の
疲

れ
を
癒
し
た
。

【常任理事】

［北海道東北地区］保志正之［北信越地区］廣川勝彦［東海

地区］吉田政弘［京滋地区］橋本晃一［阪奈兵和地区］濱

田博邦[中国地区］高山正［四国地区］藤本晃史［九州地区］

吉川礼蔵

【理事】

〔北海道東北地区〕小野隆市、奥山英俊、浅野敏夫〔関東地

区〕神田信男、青山武史、滝田雅俊、坂田晴義、辻幸明、内

田長祐〔北信越地区〕木本隆久、池田典明、杉田龍雄、笠原

他喜雄〔東海地区〕濱島賢祐、小長井由朗、菱田孝行、長坂

忠明、近藤和夫、三枝紀元、澤忠知〔京滋地区〕神戸良司、

岸本光史〔阪奈兵和地区〕佐倉弘、山中誠人〔中国地区〕三

村博昭、田戸孝雄、今浦公博〔四国地区〕今山秀人、上林良

博〔九州地区〕井ノ口敬三、池田良典、塚本弘喜

【監事】

前田平成（関東地区）、山田宗宏（関東地区）、森正（四

国地区）

仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
実
行
委
員
会
な
ど
の
委
員
会
で

は
、
活
発
な
意
見
が
か
わ
さ
れ
た

役員改選で選出された常任理事、理事、監事

第17回通常総会で承認された全宗協の「平成16年度事業計画」
は、以下の通り。

Ⅰ事業方針
平成16年度においては、組合基盤の一層の強化と組合運営の

充実を目標として事業を実施していくこととする。
そのため、会員増強活動をさらに推進するとともに、本部と地
区協議会との相互の情報・連絡を密にして諸問題に迅速に対応で
きるよう体制を整備し、組合組織の強化充実に努める。
特に今年度は、昨年度に整備・確立を図った全宗協の進むべき
道とも言える「理念（行動指針）」の浸透を図り、組合員一人ひ
とりが組合運営の主役となるよう情報の共有化を進めて行く。

Ⅱ事業計画
1．会員増強運動の強化

平成15年度は、会員増強委員会を中心に積極的に会員増強
運動を展開してきたが、平成14年度の21名に遠く及ばず9名
にとどまった。
今年度は、賛助会員（今年4月に創設）の加入促進とあい

まって、「全宗協発足時の370名の水準確保」を目標に会員増
強運動を推進して行く。

2．「仏事コーディネーター資格制度」の発足

仏事コーディネーター資格制度は、全宗協支援事業の大き
な柱と位置づけており、平成16年度第1回合格者発表を目標
に、「仏事コーディネーター資格審査協会」に対する支援活
動を積極的に推進して行く。

3．関連団体との連携強化と「国産仏壇の全国統一表示事業」の

普及

今年度も、引き続き、宗教用具業界以外の関連団体との連
携に務めるとともに、「国産仏壇の全国統一表示事業」の積
極的な運営に努め、その輪を各地域及び各関連業界に広げて
いかなければならない。

4．品質表示等の調査・研究

当業界における不当な商取引を規制するための、より効果
的なルールの制定、および仏壇・仏具・神具等宗教用具の品
質表示について、引き続き調査研究を行う。

5．教育および情報の提供に関する事業

（1）事業経営に資するため、組合員及び組合員事業所の従業
員を対象とする研修会を本部と各地区協議会においてそ
れぞれ実施する。

（2）組合員に対する各種情報の提供および情報交換のため、
組合会報を発行する。

6．地区協議会活動の強化と目標設定
（1）組合員一人ひとりの地区協議会活動への積極的な参加を

促進する。
（2）地区協議会の目標を明確にし、本部と地区協議会が一体

となった活動の展開をはかる。
7．福利厚生に関する事業

会員に対して、下記基準に基づく、弔慰金を給付する。

組合員
組合員の配偶者
組合員の父母･子供

生花･しきみを供える場
合は、その料金は右の
金額の内から支払う。

弔慰金 ２万円

種別 給付対象 金額 備考

※給付基準に該当する場合は、必ず事務局に連絡のこと。

■弔慰金の給付基準

組合基盤の強化、組合運営の充実を目標に
全宗協の平成16年度事業計画
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ら
れ
て
い
る
時
代
で
す
。
と
こ
ろ
が
自
殺

す
る
人
た
ち
は
年
間
三
万
人
に
も
達
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
適
切
な
言
い
方
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
が
一

年
に
五
度
発
生
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
仏
壇
仏
具
を
扱
わ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
私
た
ち
の
責
任
も
大
き
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

組
合
員
お
一
人
お
一
人
が
二
名
ず
つ
増

や
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
組
合
員
は
千

人
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
ら
す
ご
い

パ
ワ
ー
が
出
ま
す
。
〝
宗
教
ば
な
れ
〞
も

あ
っ
て
、
私
た
ち
の
業
界
は
斜
陽
化
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
よ
り
一

層
メ
リ
ッ
ト
感
の
あ
る
全
宗
協
に
な
る
だ

ろ
う
か
。
そ
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
も
会
員
増

強
運
動
に
強
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
十
一
月
十
六
日
に
第
一
回
試
験

（
受
講
も
含
む
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資

格
制
度
」
に
絞
っ
て
、
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

本
日
の
通
常
総
会
か
ら
、
受
験
申
込
み

と
検
定
用
テ
キ
ス
ト
『
仏
壇
仏
具
ガ
イ
ダ

ン
ス
』
の
購
入
申
込
み
受
け
つ
け
を
ス
タ

第
十
七
回
通
常
総
会
は
、
平
成
十
六

年
度
事
業
計
画
や
役
員
改
選
な
ど
の
議

案
審
議
が
終
了
後
、
講
演
会
に
移
り
、

新
撰
組
局
長
だ
っ
た
近
藤
勇
の
胸
像
や

隊
士
の
墓
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
壬

生
寺
貫
主
の
松
浦
俊
海
師
が
、「
壬
生

寺
と
新
撰
組
」
と
題
し
て
一
時
間
話
し

た
。
そ
の
講
演
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
。

松
浦
師
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ

マ
の
影
響
で
、
壬
生
寺
に
は
い
ま
、

一
日
に
何
千
人
も
の
人
た
ち
が
訪
れ

て
き
て
お
り
、
少
々
び
っ
く
り
し
て

い
る
」
と
切
り
出
し
、「
壬
生
」
と
い

う
地
名
の
起
こ
り
、
そ
し
て
古
く
か

ら
伝
わ
る
「
壬
生
狂
言
」
の
歴
史
に

も
ふ
れ
、
伝
統
芸
能
を
継
承
し
て
い

く
こ
と
の
難
し
さ
を
語
っ
た
。

講
演
の
半
ば
で
は
三
橋
美
智
也
さ

ん
が
歌
っ
て
大
ヒ
ッ
ト
し
た
『
あ
あ
、

新
撰
組
』
の
テ
ー
プ
を
回
し
て
聞
い

て
も
ら
う
な
ど
、
三
橋
美
智
也
の
歌

を
知
る
人
た
ち
に
は
懐
か
し
さ
が
い

っ
ぱ
い
の
講
演
で
も
あ
っ
た
。

講
演
後
、6

時
か
ら
開
か
れ
た
懇
親

会
で
は
、
京
都
の
芸
妓
さ
ん
た
ち
に

よ
る
上
方
唄
「
俄
獅
子

に
わ
か
じ
し

」
が
披
露
さ

れ
、“
古
都
の
夜
“
を
艶
や
か
に
演
出

し
た
。

翌
十
三
日
は
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

と
懇
親
ゴ
ル
フ
で
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
、「
あ
す
」
へ
の
活
力
を
養
っ
た
。

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
に
は
三
十

人
が
参
加
し
た
。
朝
八
時
四
十
五
分

に
通
常
総
会
が
開
か
れ
た
「
京
都
ホ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

受
験
申
込
み
の
締
め
切
り
は
八
月
三
十

一
日
で
す
が
、
こ
の
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
あ
く
ま
で
個
人
単
位
で
受
け
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
の
で
、
も
し
一
社
で

十
名
の
方
が
受
験
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
十

部
の
「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
審

査
受
験
申
請
書
」
が
必
要
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
の
資
格
制
度
は
数
年
前
か
ら
検
討
さ

れ
て
き
た
も
の
で
、
全
宗
協
で
は
二
年
前

か
ら
事
業
委
員
会
が
担
当
し
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
制
度
の
骨
子
は
全
宗
協
と

Ｂ
Ｂ
Ｉ
（
仏
壇
文
化
研
究
所
）
で
構
成
す

る
「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
実
行
委
員

会
」
で
煮
詰
め
、
今
年
二
月
十
日
の
全
宗

協
役
員
会
で
最
終
骨
子
が
了
承
さ
れ
ま
し

た
。今

後
、
制
度
の
運
用
や
試
験
の
た
め
の

事
務
な
ど
は
、
実
行
委
員
会
に
代
わ
っ
て
、

「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
審
査
協

会
」
が
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

十
一
月
十
六
日
の
第
一
回
試
験
は
、
東

京
と
大
阪
の
二
会
場
で
行
い
ま
す
が
、
多

数
の
方
に
ぜ
ひ
と
も
挑
戦
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

受
験
者
数
は
東
京
、
大
阪
そ
れ
ぞ
れ
百

名
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
が
、
き
ょ
う
の

通
常
総
会
で
の
受
け
つ
け
の
状
況
や
資
格

制
度
に
対
す
る
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
反
応

な
ど
を
合
わ
せ
て
考
え
て
み
ま
す
と
、
二

会
場
合
わ
せ
て
三
百
名
ぐ
ら
い
の
方
々
に

受
講
・
受
験
を
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
か
、
と
も
予
想
し
て
い
ま
す
。

仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
制
度
は
、

決
し
て
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
練
り
上
げ

て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
意
見
が

ぶ
つ
か
り
あ
い
、
波
風
を
立
て
な
が
ら
、

様
々
な
問
題
を
ク
リ
ア
ー
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
や
っ
と
で
き
上
が
っ
た
制
度
な
の

で
す
。

煙
雨
の
比
叡
山
め
ぐ
り
、
そ
し
て
懇
親
ゴ
ル
フ懇親会では古都・京都の“きれいどころ”による

「俄獅子」も披露され、雰囲気を盛り上げた
懇親会後、「一力」で開かれた二次会も

大いに盛り上がった
「新撰組と壬生寺」を語る

松浦俊海貫主

通
常
総
会
で
は
「
会
員
増
強
」「
事
業
」

「
広
報
」「
正
常
化
」
の
四
委
員
会
の
委
員

長
に
よ
る
平
成
十
五
年
度
の
活
動
報
告
も

行
わ
れ
た
。

会
員
増
強
に
つ
い
て
は
皆
様
か
ら
大
変

な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨

年
度
は
九
名
の
方
が
入
会
し
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
退
会
者
が
十
二
名
あ
り
ま
し

た
。
退
会
者
が
多
い
と
い
う
の
は
ゆ
ゆ
し

き
こ
と
で
す
。
平
成
十
四
年
度
は
入
会
が

二
十
一
名
を
数
え
て
お
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
十
一
月
に
行
わ
れ
る
仏
事

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
第
一
回
試
験
（
受

講
も
含
む
）
を
受
験
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
四
月
、
五
月
に
八
名
の
方
が
入

会
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
本
年
度
は
、

四
月
に
創
設
し
た
賛
助
会
員
に
も
多
く
の

方
が
な
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
は
入
会
を
勧
誘
す
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
た
り
、
業
界
誌
（
紙
）
に

会
員
増
強
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
各
地
区
協
議
会
の
皆
さ
ん
に
、
未

重
点
地
区
や
十
万
人
以
上
の
都
市
で
、
も

っ
と
会
員
を
増
や
し
て
い
た
だ
く
よ
う
強

く
お
願
い
も
し
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
は
〝
心
の
癒
し
〞
が
求
め

●
小
堀
賢
一
・
事
業
委
員
会
委
員
長

三
百
人
が
受
験
す
る
の
で
は
、

と
も
予
想
し
て
い
ま
す
。

活動報告をする
保志・会員増強
委員会委員長

●
保
志
正
之
・
会
員
増
強
委
員
会
委
員
長

お
一
人
お
一
人
が
二
名

増
や
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
…
…
。

小堀・事業委員会
委員長



昨
年
、
徳
島
市
で
開
か
れ
た
第
十
六
回

通
常
総
会
で
、
組
合
員
の
方
々
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
活
用
状
況
を
調
査
し
て
み
た
い
と

申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
こ
で
昨
年
十
二
月

時
点
の
組
合
員
二
百
八
十
七
社
を
対
象
に

調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
お
ら
れ
る
の
は

七
十
二
社
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
約
四
分
の

一
・
二
五
％
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昨
年
度
は
も
う
一
つ
、
広
報
委
員
会
と
し

て
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
の
活
用
を
進
め
ま
し
た
。

昨
年
、
滋
賀
県
米
原
町
を
主
会
場
に
第

二
十
七
回
全
仏
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。
全

仏
展
に
合
わ
せ
、
全
宗
協
も
全
国
研
修
会

を
米
原
町
で
開
催
し
た
わ
け
で
す
が
、
こ

の
全
仏
展
で
は
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と

し
て
「
仏
前
結
婚
式
」
が
行
な
わ
れ
た
こ

と
は
ご
承
知
の
通
り
で
す
。

仏
前
結
婚
式
を
実
現
す
る
ま
で
に
は
彦

根
市
仏
教
会
の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
な
ご
協

力
を
得
ま
し
た
。
全
仏
展
が
終
了
後
、
業

界
誌
で
私
が
所
属
し
て
お
り
ま
す
彦
根
仏

壇
事
業
協
同
組
合
と
彦
根
市
仏
教
会
と
の

座
談
会
を
組
ん
で
い
た
だ
き
、
二
回
に
わ

た
っ
て
誌
面
に
掲
載
さ
れ
、
反
響
を
呼
び

ま
し
た
。

今
、
宗
教
ば
な
れ
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
宗
教
ば
な
れ
を
ど
う
食
い
止
め
て
い

く
か
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
考
え
て

極
め
て
重
要
な
事
柄
で
す
。
そ
の
意
味
で

マ
ス
コ
ミ
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
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テ
ル
オ
ー
ク
ラ
」
を
バ
ス
で
出
発
、

比
叡
山
延
暦
寺
を
め
ぐ
っ
た
後
、
京

都
市
左
京
区
山
端
に
あ
る
「
山
ば
な

平
八
茶
屋
」
で
昼
食
、
そ
し
て
平
安

神
宮
を
特
別
拝
観
し
た
。

こ
の
日
、
京
都
は
朝
方
か
ら
小
雨
。

比
叡
山
も
煙
雨
で
け
む
っ
て
い
た
。
一

行
三
十
人
は
、
若
き
日
に
比
叡
山
で
修

行
し
た
親
鸞
聖
人
な
ど
の
坐
像
が
祀
ら

れ
て
い
る
大
講
堂
、
昭
和
天
皇
も
お
立

ち
寄
り
に
な
ら
れ
た
と
い
う
大
書
院
、

さ
ら
に
比
叡
山
随
一
の
大
伽
藍
で
あ
る

根
本
中
堂
を
参
観
し
た
。

大
書
院
の
各
居
間
の
造
り
の
見
事

さ
、
根
本
中
堂
の
壮
大
さ
に
は
圧
倒

さ
れ
た
感
じ
だ
っ
た
。

創
業
以
来
四
二
八
年
に
な
る
と
い

う
「
山
ば
な
平
八
茶
屋
」
で
は
、
名

物
の
「
麦
と
ろ
膳
」
を
賞
味
し
、
さ

ら
に
新
撰
組
隊
士
が
つ
け
た
と
い
う

柱
に
残
る
刀
傷
な
ど
を
見
学
し
た
。

山
ば
な
平
八
茶
屋
に
は
、
幕
末
、

多
く
の
勤
王
志
士
が
出
入
り
し
た
と

い
う
。
刀
傷
は
、
佐
幕
派
で
あ
っ
た

新
撰
組
が
〝
い
や
が
ら
せ
〞
で
つ
け

た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

平
安
神
宮
で
は
、
特
別
拝
観
で
も

な
け
れ
ば
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
内
拝
殿
ま
で
進
み
、「
二
礼
二
拍

手
一
礼
」
に
の
っ
と
っ
て
、
安
田
理

事
長
が
全
員
を
代
表
し
て
玉
串
を
捧

げ
た
。

懇
親
ゴ
ル
フ
は
十
五
人
が
参
加
し
、

滋
賀
県
栗
東
市
の
「
ジ
ャ
パ
ン
エ
ー

ス
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
で
行
わ
れ
た
。

上
位
成
績
は
下
記
の
通
り
。

の
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
の
活
用
は
、
し
っ
か
り

と
念
頭
に
据
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ

の
方
々
に
は
仏
壇
仏
具
業
界
に
つ
い
て
、

も
っ
と
も
っ
と
社
会
の
人
た
ち
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

冒
頭
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
話
を
し
ま
し

た
が
、
一
層
の
活
用
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
会
報
を
出
し
な
が
ら
、
組
合
員
の
皆
さ

ん
と
事
務
局
が
結
び
つ
い
て
い
け
た
ら
い

い
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
全
宗
協
と
全

日
本
仏
教
会
の
ト
ッ
プ
が
対
談
し
、
そ
れ

を
全
国
の
仏
壇
仏
具
業
界
の
皆
さ
ん
や
各

地
の
仏
教
会
に
ぶ
つ
け
な
が
ら
、
少
し
で

も
宗
教
ば
な
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と

が
で
き
た
ら
、
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

：

正
常
化
委
員
会
と
い
う
の
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
苦
情
の
集
ま
る
と
こ
ろ
で
す
。
勿
論
な
が

ら
委
員
会
は
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
あ

る
わ
け
で
す
の
で
、
そ
う
し
た
苦
情
や
ご
要

望
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
検
討
を
加
え

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

金
箔
変
色
問
題
は
、
昨
年
五
月
の
徳
島

市
で
の
第
十
六
回
通
常
総
会
で
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
通
り
、
一
応
の
結
論
は

出
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
、
皆
さ
ん
か
ら
一
番
ご
要
望
が
多
い

の
は
、“
展
示
会
屋
さ
ん
“
と
い
い
ま
す
か
、

あ
る
い
は
“
バ
ッ
タ
屋
さ
ん
“
と
い
い
ま

す
か
、
そ
う
い
う
動
き
を
す
る
業
者
に
対

①増田清順（OU T 3 9、 I N 4 1 、

GROSS 80、HDCP 7.2、NET72.8）

②宮川孝昭（50、45、95、21.6、

73.4）

③小笠原光彦（42、44、86、12.0、

74.0）

④佐倉弘（40、41、81、6.0、75.0）

⑤金倉光司（44、47、91、15.6、

75.4） 昭和天皇もお立ち寄りになり、休息されたという比叡山
延暦寺の大書院で記念撮影。誰もが感激の面もちだった

懇親ゴルフでリフレッシュ。参加者全員でパチリ

し
て
対
策
を
求
め
る
声
で
す
。
三
日
間
か

ら
一
週
間
程
度
、
場
所
を
転
々
と
変
え
て
、

あ
た
か
も
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
安
く
仏
壇

仏
具
を
提
供
し
て
い
る
よ
う
な
形
で
集
客

す
る
。
そ
う
し
た
業
者
に
つ
い
て
の
対
策

要
望
が
ず
い
ぶ
ん
あ
り
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
十
五
、
六
年
前
、
あ

る
業
者
た
ち
が
同
じ
よ
う
な
〝
手
口
〞
で
全

国
を
駆
け
め
ぐ
り
、
私
た
ち
が
長
年
に
わ
た

っ
て
築
い
て
き
た
信
用
を
著
し
く
損
な
う
よ

う
な
動
き
を
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
公
正
取

引
委
員
会
に
も
お
願
い
し
、「
排
除
命
令
」

を
出
し
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
事

例
を
正
常
化
委
員
会
は
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
し

ま
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
や
ご
要
望
に
対

し
て
は
「
取
り
上
げ
る
べ
き
も
の
は
取
り
上

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
方
針
で
活
動

し
て
き
ま
し
た
。

結
果
、
だ
い
ぶ
問
題
は
収
ま
っ
て
き
た
よ

う
に
は
思
え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
今
年
一
月
、

東
北
地
区
の
全
宗
協
の
組
合
員
さ
ん
が
、
あ

る
業
者
が
作
っ
た
チ
ラ
シ
な
ど
を
証
拠
と
し

て
入
念
に
集
め
ら
れ
、「
何
と
か
し
て
ほ
し

い
」
と
事
務
局
に
言
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

正
常
化
委
員
会
で
は
顧
問
弁
護
士
の
森
先
生

と
協
議
を
重
ね
ま
し
て
、
そ
の
業
者
に
「
警

告
書
」を
出
し
ま
し
た
。

警
告
を
出
す
に
し
て
も
、
私
た
ち
に
は

何
の
権
限
も
な
い
わ
け
で
す
の
で
、
単
に

「
安
売
り
し
て
い
る
こ
と
が
駄
目
だ
」
と
い

っ
た
こ
と
だ
け
で
は
、
な
か
な
か
出
せ
ま

せ
ん
。
法
律
（
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表

示
防
止
法
＝
一
九
六
二
年
制
定
）
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
み
て
、
明
ら
か
に
違
反
を
し

て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
い
う
事
犯
に
対
し

て
警
告
を
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
委
員

会
と
し
て
は
「
取
り
上
げ
る
べ
き
も
の
は

取
り
上
げ
る
」
と
の
方
針
を
基
本
に
据
え

な
が
ら
、
業
界
の
正
常
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
で
す
。

宮川・広報委員会
委員長

●
武
部
譲
治
・
正
常
化
委
員
会
委
員
長

取
り
上
げ
る
べ
き
も
の
は

取
り
上
げ
る
と
い
う
方
針
で
す
。

武部・正常化委員会
委員長

●
宮
川
孝
昭
・
広
報
委
員
会
委
員
長

全
宗
協
と
仏
教
会
の
ト
ッ
プ

同
士
の
対
談
が
で
き
た
ら
。
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（2月17日、仙台メトロポリタンホテル）  
①本部報告（仏事コーディネーター資格制度、
賛助会員制度などについて）②情報交換（バ
ッタ屋・誇大広告・二重価格問題等について）
③地区協議会の活性化について④その他。次
回開催予定は10月26日 

北海道東北地区協議会 

（2月5日、京都「きのぶ」 
①京滋地区総会開催に関する件②その他 
（4月15日、ホテルグランヴィア）  
①京滋地区総会開催に関する件②その他。
次回開催は未定 

京滋地区協議会 

（3月4日、広島ガーデンパレス） 
①平成16年度役員人事について②会計報
告③理事会報告④仏事コーディネーター資
格制度について⑤その他。次回開催は未定 

中国地区協議会 

（1月15日、セントラルホテル福岡）  
①会員増強問題などの情報交換②理事会報告（仏
事コーディネーター資格制度、賛助会員制度等） 
（3月26日、ホテルレイクストン鹿児島）  
①平成16年度役員人事について②会員増強問
題等③その他。次回開催は未定。 

九州越地区協議会 

（11月18日、ホテルニューオータニ高岡）） 
①仏事コーディネーター資格制度について②
賛助会員制度について③平成16年度役員人事
について④その他。次回開催予定は6月17日 

北信越地区協議会 

（2月19日、名古屋市の「鶴舞館」） 
①仏事コーディネーター資格制度につ
いて②賛助会員制度について③その他。
次回開催は未定 

東海地区協議会 

（5月18日、ＫＫＲホテル大阪）  
①仏事コーディネーター資格制度につ
いて②会員増強について③その他） 

阪奈兵和地区協議会 

開催予定は6月頃 

四国地区協議会 

（3月26日、横浜ベイシュラトンホテル） 
①組合報告、理事会報告②仏事コーディネータ
ー資格制度について③賛助会員制度について④
第17回通常総会について⑤平成16年度役員人
事について⑥その他。次回開催予定は6月頃 

関東地区協議会 

【
▼
仏
壇
仏
具
業
界
の
“
起
爆
剤
”
と
期
待
さ
れ
て
い
る
「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
の
第
一
回
試
験
（
受
講
も
含
む
）
が
、
今
秋
十
一
月
十
六
日
（
火
）
に
東
京

と
大
阪
の
二
会
場
で
同
時
に
行
わ
れ
る
。
そ
の
受
験
申
込
み
が
、
五
月
十
二
日
に

京
都
で
開
か
れ
た
全
宗
協
の
第
十
七
回
通
常
総
会
で
の
受
け
付
け
を
皮
切
り
と
し

て
、
今
、
進
行
中
だ
。

▼
受
験
希
望
者
は
「
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
審
査
協
会
」（
事
務
局
＝
東
京

都
中
央
区
日
本
橋
久
松
町
五
‐
三
）
に
、
資
格
審
査
受
験
申
請
書
に
写
真
を
貼
付

す
る
な
ど
し
て
申
し
込
む
。
応
募
締
切
り
は
八
月
三
十
一
日
だ
か
ら
、
ま
だ
ま
だ

時
間
的
な
余
裕
が
あ
る
。“
申
込
み
は
こ
れ
か
ら
”
と
い
う
と
こ
ろ
だ
が
、
同
審
査

協
会
に
よ
る
と
、
受
験
申
請
書
の
を
請
求
し
て
き
た
人
は
五
月
末
時
点
で
五
十
五

名
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
出
足
は
順
調
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
社
で
十
名
受
験

と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

▼
葬
祭
・
墓
石
・
仏
壇
仏
具
の
三
つ
の
“
供
養
業
界
”
の
中
で
、
最
初
に
資
格
制

度
を
設
け
た
の
は
葬
祭
業
界
で
あ
る
。
平
成
八
年
に
「
葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
資
格

制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
以
来
、
毎
年
試
験
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。
葬
祭
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
に
は
「
一
級
」「
二
級
」
が
あ
る
が
、
資
格
取
得
者
は
こ
れ
ま
で
に
合

わ
せ
て
一
万
八
百
人
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
葬
祭
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
資
格
制
度
に
つ

い
て
は
、
葬
祭
専
門
業
者
で
つ
く
る
全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会
（
全
葬
連
）

も
事
業
の
大
き
な
柱
と
位
置
づ
け
、
組
織
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

▼
葬
祭
業
界
に
続
い
て
、
今
年
二
月
十
八
日
に
は
「
お
墓
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
の
第

一
回
試
験
が
、
札
幌
、
仙
台
、
東
京
、
大
阪
、
高
松
の
全
国
五
都
市
で
行
わ
れ
た
。

平
成
十
三
年
十
一
月
に
発
足
し
た
日
本
石
材
産
業
協
会
（
石
産
協
）
が
最
重
点
事

業
に
掲
げ
て
き
た
お
墓
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
資
格
制
度
は
、
大
変
な
関
心
を
呼
び
、
二

千
五
百
三
十
二
名
が
挑
戦
、
二
千
四
百
九
十
六
人
が
合
格
し
た
。
各
試
験
会
場
も

ま
さ
に
熱
気
む
ん
む
ん
だ
っ
た
。
今
回
は
二
級
の
み
の
試
験
だ
っ
た
が
、
来
年
は

一
級
試
験
も
行
わ
れ
る
。
葬
祭
、
墓
石
業
界
に
加
え
、
今
秋
、
仏
壇
仏
具
業
界
に

も
い
よ
い
よ
資
格
制
度
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
、
言
う
な
ら
ば
“
三
者
揃
い
踏

み
”
の
時
代
が
到
来
す
る
わ
け
で
あ
る
。

▼
今
秋
の
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
試
験
で
は
、
試
験
会
場
で
「
仏
教
の
基
礎
知

識
」「
仏
壇
仏
具
の
製
品
知
識
」
な
ど
の
講
習
が
事
前
に
あ
る
。
こ
の
講
習
を
受
講

し
た
上
で
試
験
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
受
講
時
に
用
い
る
検
定
用
テ
キ
ス

ト
『
仏
壇
仏
具
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
の
申
込
み
受
け
つ
け
も
、
今
、
受
験
申
込
み
と
併

せ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
テ
キ
ス
ト
は
七
百
三
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
大
冊
で
あ
る
。
記
述

内
容
も
大
変
に
濃
い
。
資
格
制
度
に
か
け
る
業
界
の
“
意
気
込
み
”
の
よ
う
な
も

の
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

▼
消
費
者
の
信
頼
醸
成
、
個
店
の
活
性
化
、
そ
し
て
業
界
の
社
会
的
認
知
度
の
向

上
…
…
。
葬
祭
・
お
墓
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
制
度
と
も
、
そ
の
ね
ら
い
は
軌
を
一
に
し

て
い
る
。
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
も
同
じ
線
上
に
あ
る
と
言
え
る
が
、
ひ

と
つ
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
“
店
は
消
費
者
か
ら
選
択
さ
れ

る
時
代
”
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。「
あ
の
業
者
、
あ
の
店
な
ら
安
心
」

と
、
一
般
生
活
者
（
消
費
者
）
は
“
安
心
度
”
を
軸
に
考
え
る
。
不
安
な
店
は
見

向
き
も
し
な
い
。
そ
れ
は
葬
儀
社
し
か
り
、
石
材
店
し
か
り
で
あ
る
。
今
、
仏
壇

仏
具
業
界
は
“
構
造
的
不
況
”
が
懸
念
さ
れ
、“
斜
陽
化
”
も
心
配
さ
れ
て
い
る
。

「
消
費
者
の
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
の
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
課
せ
ら

れ
た
責
務
は
、
極
め
て
重
い
。

三重県員弁軍北勢町大字東村336-8 ㈲小林佛壇店 小林正俊

徳島市津田海岸町6-9 ㈱もがみ 木下　進

青森県弘前市山下町8番地 ㈲弘前一心堂 清藤哲夫

岐阜県恵那郡加子母村5061-14 ㈱慈光堂 熊澤一郎

山梨県中巨摩郡田富町山之神流通団地1-5-1 ウエダ㈱（吉運堂） 上田信一

愛知県春日井市上田楽町2680-1 ㈱浄華 河田英治

福井県坂井郡丸岡町高柳2‐16 ㈱サワザキ佛壇店 澤崎栄輝

三重県桑名市北寺町54 福井屋新太郎仏壇㈱ 坂新太郎

島根県安来市荒島町1694‐1 ㈲ヤスヰ 安井島一

愛知県半田市有楽町8‐36‐1 ㈱仙台屋仏壇店 近藤俊夫

■新規入会の皆さん


